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１．研究の概要

研究開発の
概要

「歩行者事故低減」の課題に対する実証実験の実施
・『歩車間通信技術（V2P）』と『歩行者高精度測位・行動予測技術』
・“相互注意喚起機能”の基本動作・機能検証(H29)
・実交通環境下での織り込み技術の歩行者事故低減有効性を実証(H30)

実交通環境下での
“注意喚起情報提供” 
歩行者事故低減
の有効性を実証

1H29︓プレ検証（システム機能検証）➡H30︓本検証（モニタ実証）



（金光歩行者事故低減リーダー システム実用化WG発表資料（H30.4）より）
2

１．研究の概要

・平成30年度 歩行者事故低減に関連する施策の繋がり



２. H29年度プレ検証結果
✔ プレ実験は、支援が必要な場面と不要な場面について公道上で適正動作を検証

（平成３０年２月１３日～１５日︔お台場・有明エリア）
当初設定の精度、性能の確保を確認し、『本検証への移行可』と評価

（ⅰ）支援が必要な場面（5シーン）
正常作動率（正常作動数/サンプル数）

（ⅱ）支援が不要な場面（５シーン）
不要作動率（異常作動数/サンプル数）
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※右左折は昨年度複数
個所で実施しているう
ちの1か所を示した。 3

114%%
（（215//91842））
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